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1970 年東大理□3 文□3 共通 

0t のときの数直線上の BA, の位置を、 25,0  xx とする。 

t 秒後の Aの位置は )0(  uutx  

t 秒後の B の位置は 25
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Qの位置の増減は右の通り。 

また、 25x を解くと 0
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B が再びQに帰るのは 6 秒後である。 

 

横軸に時間 t 、縦軸に位置 xをとって図示すると、右の通り。 

Aの位置変化は、原点を通る直線 utx  で表される。 

6≦t の範囲で、 B の位置変化を表す曲線 )(tfx  と共有点を持つことが、 

Aが B に出会うか追いつくための条件である。 

 

そのようなu の最小値は、図のような接線の傾きに等しい。 

 

)(tfx  上の点 







 25

2

3

4

1
, 23 sss における接線は 

25
2

3

2

1
3

4

3
25

2

3

4

1
)(3

4

3 232232 
















 sstssssstssx  

これが原点を通るとき 025
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したがって、原点を通る )(tfx  の接線は tx
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u は少なくとも 秒/
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